なぜ私たちはオバマ大統領に広島・長崎への原爆投下への謝罪を求めるのか

昨年12月10日、キャロライン・ケネディ駐日アメリカ大使が長崎を訪問し、原爆資料館や平和公園を見学しただけではなく、被爆者とも懇談した後、「可能な限り被爆者の活動を支援していきたい」、「オバマ大統領も核軍縮の目的に尽力しています」と述べたとメディアは伝えています。さらに12月16日には松井・広島市長と田上・長崎市長がそろって大使を訪れ、2014年8月の広島・長崎での原爆投下記念式典にオバマ大統領とケネディ大使の両名が出席されるようとの要請を口頭で行い、これに続き12月26日には、両市長は、オバマ大統領への書面での同じ要請をアメリカ大使館に提出したと報道されています。
私たちも、オバマ大統領とケネディ大使が両都市での記念式典に参加されることを強く願ってやみません。しかし、御両名の広島・長崎訪問にあたっては、一つだけ条件があります。それは、両都市訪問の際には、1945年8月のアメリカによる原爆投下が明らかに市民への無差別大量虐殺という「人道に対する罪」であったことを率直に認め、その被害者に対する謝罪をオバマ大統領にしていただくという条件です。原爆投下の犯罪性の自認と被害者への謝罪なしでの単なる訪問であるならば、私たちは御両名を喜んでお迎えするわけにはいきません。
なぜなら、核兵器使用の非人道性と犯罪性を再確認し核兵器を全面的に廃絶するためには、広島・長崎への原爆投下が重大な犯罪行為であったということを認めることが必要不可欠なことだと私たちは確信するからに他なりません。同時に、アメリカの原爆による市民の無差別大量虐殺に対する責任追及は、日本がアジア太平洋戦争中にアジア各地の住民に対して犯した様々な残虐行為に対する責任追求と表裏一体になっており、分離できない問題であると信ずるからです。
私たちは、近く、オバマ大統領に直接手紙を出し、この２点について私たちの信ずるところを詳しく説明し、もし８月６日・９日の広島・長崎での記念式典に出席される場合には、ぜひとも明確な謝罪表明をしていただきたいという要請をするつもりです。

記者会見においては、オバマ大統領宛の手紙の日本語全訳を配付し、その内容と私たちの今回のこの行動の意図について説明いたします。
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＊「第九条の会ヒロシマ」〒734-0015 広島市南区宇品御幸1-9-26-413    
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